

































































通商産業省 工業技術院地域技術課 課長補佐 本道和樹
第4章 地方公共団体からの報告
1 ｢埼玉県科学技術基本計画について｣ 223




















































































































































































































(敬称略､所属朝 署名傾 職名は研究会開催時のもの) 東京都千代田区砂防会配
氏 名 所 属 葛 部 署 役 職 備 考
長 谷 川 明 弘 北 海 道橘怒合企画部科学技術振興課企画調整係 主任
工 藤 修 市 青 森 県LaiJf画部企画調整課 主事
佐 々 木 啓 二 岩 手 県;企画振興部情報科学課 主事
鈴 木 康 夫 宮 城 県 商工労働部地域産業振興課 技術補佐
小 林 一 見 秋 臼 県 企画調整部企画調整課 主事
小 佐 野 利 彦 山 形 県 企画調整部企画調整課 主事
大 越 正 弘 福 島 県】商工労働部工業課 主査
市 毛 直 光 茨 城 県卜商工労働部商工政策課 主任
金 子 忠 雄 主任群 馬 県
高 橋 止 tq 企画部企画課 主任佐 藤 苧手 玉 課長補佐
山 口 章 埼 玉 県 総合政策部政策調査室 主査 報告者
渋 谷 博 之 千 葉 県 企画部企画課 主査補
渡 辺 敏 一 神 奈 川 県 企画部科学技術政策室 副主幹 報告者
和 田 智 明 室長
戸 松 裕 新 潟 県 商工労働部新産業振興課 主査
永 原 和 久 富 山 県 企画部計画課
松 本 毅 石 川 県貞商工労働部商I政策課 主任主事
LU 岩 - 男 書工業書式島貫湯情報指導部 主任研究員
川 上 義 顕 福 井 県i商工労働部工業技術課 企画主査
村 松 稔 山 梨 県E企画県民局企画課 主任
垣 内 健 児 長 野 県㌢商工部工業課研究管理係 技師
平 日 泰 宏 岐 阜 県…総務部 政策審議監
豊 田 仁 静 岡 県 商工労働部技術開発課 主幹
丹 羽 邦 夫 愛 知 県…東京事務所 主査
小 林 正 夫 三 重 県 企画振興部企画課 主幸手
馬 測 兼 - 滋 賀 県!企画県民部 主査
池 村 隆 兆 京 都 府卜東京事務所行政課 行政主任
竹 中 靖 大 阪 矧 企画室 主事
井 上 兵 庫 県ほ□事公室審議員 副課長 報告者
西 岡 久 隆 奈 良 県 工業技術センター研究企画チーム 総括研究員
湯 川 恭 英 和 歌 山 県.商I労働部商I振興課調整班 主任
保 村 聖 二 島 根 県言企業振興課工業企画係 主事
藤 原 泰 洋 岡 山 県も工業技術センター研究企画室 特別企画専門員
河 野 康 則 広 島 県賢商工労働部新産業振興室 主任
小 山 直 明 山 口 県 商工労働部工業振興課 課長補佐
梶 崎 裕 之 徳 島 県 企画調整部新政策課題担当 企画班長
畑 LiJ 利 子丁 巨].企画部工科大整備言局整室 室長補佐 報告者
竹 内 彰 一 同 知 県i商工労働部工業振興課 主幹
立 木 喜 久 生 技術主査
大 坪 広 幸 佐 賀 県 企画局企画調整課 企画調整主査
柴 岡 秀 光 長 崎 県 企画部企画課 企画班主事
本 坂 道 熊 本 県j企画開発部企画調整課 主幹
細 川 浩 明 大 分 県 商工労働観光部産業振興課 工業技術係主査
小 石 庄 蔵 主幹兼技術振興係長
中 原 孝 博 宮 崎 県r企画調整部企画調整課
浜 崎 研 鹿 児 島 県 企画部新技術情報課 課長補佐
川 上 佳 津 仁 札 幌 市 企画調整局企画部企画課 主査
佐 藤 能 天 仙 台 市賀総務局東京事務所 主査
江 崎 真 司 川 崎 市F総合企画局企画部企画推進課 課長
金 子 延 康 横 浜 市 企画局 企画課担当課長
南 学 調査課長
新 実 光 雄 名 古 屋 市卜経済局商工部産業振興室 主査
冨 永 薫 雫 大阪市工業研究所 所長 報告者
藤 井 幸 太 郎 大 阪 市ほ十画調整局企画調整部政策調査課 主査
太 田 敏 一 神 戸 市卜震災復興本部総括局復興推進部 主幹
面 崎 敬 広 島 市 (財)広島市産業振興センター.技術振興部第-研究室 室長




氏 名 l 所 属 部 署 役 職 備 考
清 成 忠 男l法 政 大 学 (日本ベンチャー学会会長) 総長 演者
薫 EB 由 紀 子l琵琶湖博物館 総括学芸員.企画調整課長 演者
笹 川 光 文 部 省 学術国際局研究助成課研究協力室 企画調査係長 明者
湯 本 T等 1書 垂u L旺 筈 通1吉L蚊策 庵 技 術 1旺 策 謀 課長補佐 SI-:=≧
タコ 替 一 天 科 学 手至純rfj=心升発基 盤 課 】想Ⅰ或科 字 書支租 振興竺 室長
田 中 康 治 科 学 技 術 庁 研究基盤課地域科学技術振興室 室長補佐 克明者
本 道 和 樹 通 商 産 業 省 工業技術院地域技術課 課長補佐 克明書
水 本 行 彦 自 治 省 自治大臣官房企画室 課長補佐
平 田 真 二
構 EEl 慎 二 未来工学研究所 主任研究員
梅 本 勝 博 北陸先端科学技術大学院大学知識科学研究科 助教授
佐 藤 征 天 科学技術政策研究所 所長 開会挨拶
圃 谷 実 // 総務研究官 閉会挨拶
権 田 金 治 // (東海大学教授 .国際政策科学研究センター長) 客員総括研究官 報告者
渡 連 俊 彦 // 第3調査研究クループ 総括上席研究官 報告者
坂 田 和 徳 // ∫/ 上席研究官 報告者
柿 崎 文 彦 // 〟 主任研究官 報告者
休 井 正 人 // 〟 特別研究員
田 中 誠 徳 // // 特別研究員 報告香
申 淳 浩 〟 // 外国人特別研究員
三 島 真 理 〟 // 事務補助
根 本 光 宏 // 企画課 課長
牧 慎 一 郎 // // 企画係長
鈴 木 恵 理 子 // 〟 事務補助
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t 高校生.大学生 400円 320円 520円
参 芸岩畳胡博物鰻
ゝ525･00Ola官我Ja,YFm tr)lCOlt均 TfLO7･56dJJIll(t)FAX.077･56JH B50
7ナックスV-I:スl)T7156JHMJtMヽ止への免ApNLヽ 1)..rntフナノウ久しlI)
インクーネ･/トホ-ムベーr/- hlLrEJIyrw Lbl.tOOか/
i." L L∴ .1r.LI L､.･.ltl､.こ





















科学技術政策研究所 客鼻総括研究官 (東海大学教授) 権田金治
(3) ｢地域科学技術指棲策定に関する調査｣
科学技術政策研究所 第3調査研究グループ 総括主任研究官 渡辺俊彦
(4) ｢研究 ･技術開発資源の空間的集積に関する研究｣
科学技術政策研究所 第3調査研究グループ 主任研究官 柿崎文彦
(5) ｢地域における科学技術振興に関する調査研究 (第3回調査)｣
科学技術政策研究所 第3調査研究グループ 上席研究官 坂田和徳








































































































































































































蘇 警告芸誓 完票差霊去詣 笠 諸 芸諾詣 葺
技術行政体制の整備です｡




























































































































軒 分 野 課 題 匡】書+人 蛋要度指A 実 現 予 1 時 井
一 一 一 一 井早しないヽ
保健.医療.福祉 がん化の機構が解明される. 113 88 園 2l
海洋.地球 被害の発生が予想される.マグニチュード7以上の地点の発生 有無を数 日程度以前に予測できる技術が開発される○ 0ー2 92 I 物 ､29I
通信 セキュリティが高く､リアルタイム性の高い情報も送れる次世代インターネットが実用化され､電話サービスや動画像放送が実施される. 232 92 0
材料.プロセス 変換効率20%以上の大面額アモルファスシリコン太陽電池が実用化される｡ 144 91 I ∫ I
兵:好予瀞
1996-2000 200ト2005 2006-2010 2011-2016 2016-2020 202112025 2026-
実現予測時期(午)
⊂:コ 全課題 ー 情報 ー 通信 ー ライフサイエンス .うー 資源.エネルギー
･=･_'･7_-., ･'･'




















社会経済発展 地球問題解決 生活者ニーズ 知的資源拡大
10

































































壷 i-S-=一二二-1I-=-:lE芳 茸 -'
一汗 〒岸ES7POR(j哲虜好学痩衝酔夢併舶
第1回 1993年6月at岩手県 NISTEP主催
f㌔ 第2回 1995年2月at神奈川県 NISTEP主催






第1回 1996年3月､第2回 1997年3月､第3回 1998年2月











































































































































































































































































悪 く な -,/ ､､藻弛;,)/i直接やられる 稚拙が直撃されますとこちらに動き圭す｢事業所の数が滅-3T
･ 三 十 二')l,弓ふ :)(二衰退L三十 次に右 に､これは産地間(i)差別化が起こって､特定地域に事
業所/こミ集中して き て い るという二TI二を示し 主十











































































































































































































































































































































































































































第 1クラスター :東京 第2クラスター :神奈川県､茨城県




























































































































数) ･12項目中0項目 (規格化)であったのに対し､科学技術基盤 ･研究開発












得られた､41データをもとに ｢住環境 ･文化｣･｢経済｣･｢社会｣･｢教育｣ ･


























③ リー ジョナル ･システム ･オブ･イノベーションの解明













































/- 一′ 一､~＼ ii⊇欝
(プライベ- トセクター )

















項目 実 数 規格化 項目
0-39 40-59郡 司 0-39 40-59帽 章羽
1住宅当延べ醐 (m2) I i ○ 1住宅当延べ面積(m7)
1人当都市公園面稚(m2) - ○ 1人当都市公園面積(m7
痴完敷く件) ○ I O 人口10万人当紛合繊 (件)
福祉施設数(件) .L O I ○ 人口10万人当福祉施投致(件)
価星放送普及率(%) l ○ 衛星放送普及率(～)
カル和一等施設数(悼:) ○ ○ 人口10万人当力㈹ ｣槻 (件)
客室数(製 l O 人口lO万人当ホテル客室数It室)
県内総生産(他門) l 事 ○ ○ l人当県内総生産(万円)
歳出決井細く億円) O i ○ 歳出決粕 対県民総支出削合(%)
労軸力人口(100 人) F e ○ 労軸力人口対総人口比率(鶴)
事捌 (全産業)(件) ○ ○ 人口10万人当事兼所散(件)
封品出荷敵 地円) ≦ ○~ ○ 1人当製品出荷額(万円)
八共固拙 数(件) ○ f ○ 人口lO万人当l野暮虎敷(件)
‡㈱ (件) 0 0 人口10万人当科学轍 (件)
輪 等年限j､禿販売執 100万円j l !○ 0 1人糊 (円)
i;ソ卦普及率(%) ' ! i ○ イソコン普及率(%)
学生敷く馳 十学生+高専)(A) 叫Ⅶナh叩 弓○ 0人口101 ^当学生掛 人)大進率(鶴) 大学進学率(鶴)
科学技術関係経費総額(斬〕) _○OL 科学技術槻俵経費対歳出簸比率(%)
什鮒 イス捌(似 ず.1 610 .事某所1万当情報サ -ービス榊 (件)
研究開発支援検査分析集事鼻声#(韓t= 0 a. F幸美軒 万当研究槻発支音量検査分析集事糞所軌 件)l
サイヱンAn,づ立地数(件) ○ 与0 事業所1万当サイエン加b-う立地軟(件)
#u B(A) ○ ≡ ○ 人口lO万人当弁理士赦(人)
喜
公払 研究費棚 (億円) ○ ○ 公投樹 対歳出盤比率(%)
科学研究者敢(人) ○ ○ 人口10万人当科学研究音数(人)
技棚 (人) ○ ○ 人口10万人当技術者政(人)
昏公立研究触 研究者敷く人) ○ ○ 人口lO万人当国公立研究棚 研究者敷(人)
大学等牧JL赦(人) ○ ○ 人口lO万人当大学等教A赦(人)
汎用コンビユー一夕納入台数(台) ○ ○ 事某所1万当汎用コンビユー 朝晩人数(台)
先鵬 備捻計(ウリ-ンルーム他)(台) ○ ○ 製造榊 所1万当先鳩的設備敷(台)
国公立研究触 立地数(件) ○ ○ 事兼所l万当を公立研究練肌立地敢(件)
民Ⅶ研究所立地赦(件) ○ ○ 事暮所1万当民r岬棚 立地軟(件)
公益系研究機姐立地数(件) ○ ○ 事兼所1万当公益系研究練弧立地致(件)
共同研究致(件) ○ ○ 国立大学等l校当共同研究致(件)
公暮研究赦(件) ○ ○ 科学研究者lCKX)人当公事型研究採択赦(悼)
特昔年出触 (件) ○ ○ 事暮所1万当特許出触 (件)
県民分記所得(千円) - - - ○ 1人当gt民分配所得(千円)
従業者一人当製造集製品出荷岳(千円) - - - ○ 従集者1人当製造機 品出荷奴(千円)










cAS≡ O 5 10 15 20 25(距離)
(分態の度合い)






































gT,'1クラ ･社会 (住環境 .文化)以外､全て ･研究fjH発機能に倒 して他州な爪
スター : の指 数 は -l,-均 を人 き く Hi.lつて い 鰯をf-.iつている｡ これは民一日企業
東京 るo の投資か ら形成 された ものでi,)
･束子J7-の-梅集中V)1gir,'iーを示 して るい
いるn･研究開発機Ey-Jとそれ を支援す るサ ･今後比研光一剃先の赫E.I_,lな).k船にう`(_JujlL､′l_:jlT.-:打ニーズのlr】卜に多子
- ビス旧係U)uuL'i及び 人二､{-a)仙川が大きいo める必 i`tlがあるo
スター : 神奈川で 7O以上､茨城で t)O以上 を紙川 して特徴ある地域の研兜r5lr1
神奈川 と高い数値を示 しているo 凝析動につなげてい くことが_盲托
茨城 ･神奈)lHま民間研兜機関が銀柏し, 吸,
･茨城は同山JrjT-究機 斐ー】が集棚くつ ･茨城ト引~qヽtl_研究機E判とL七l'JHL;)T-先機関 .研究.,:E-とのHTilの交流4:,i-:を深め特色ある什7:技術 ).E髄の形成をヌーーることがれ要o
耶 3 クラ ･研究l糊発F,T,-軌の肌が 75)と他の1日 ･人′､Tr-と地域J)I(主菜をt.l.;ぴつけ､シ
スター : 数に比べて耶だってJl.iU ,∩ --ズを)l-Ll菜/､＼応JiH-る什射L7fU)搬
I.:.;城 ･公弟JIfiLJH.-)r.究採択 数 のrh-.})J-が大 き 化や人'7:のC()1:,化J)支援につい
く､これには如北人,半の教rl打が I:いLT_つ ∩ て検討することが_i屯要であるo
耶 4 /ラ ･.'川:f爪 とヰ)tt-.会環J_-1<E(住環境 .文 ･科,:{':技術北嶺'X､研究lr1碓状解に
スター : 化)の指数が低い以外は比椴的バラ バランスのl:iいfIYi進を示 してい
);tJ榔 ンスよく仙 戊されている∩ が､今綬托､特色h)る地域4-=F.;-;.I:
人阪 ･茄肺は大J-1if:が駐機 し料′ltJ:技術 兆. 技術の北縦形lJ父のノjl'1什ト糾 rJ~ち
愛知 舵 (教育)が高いo･人阪 は研 兜fIrI発機 関の 恥梢 が.(-.i;いo愛知はオ -ールラウン ドo lLHlす必iilEがあるo
節 5クラ ･分析か らは､全体 としての特性は ･分析からは,全体としての午!州三
スター : 兄いだせないが､椛成する個別の / が兄いだせなかつたが､個々の他
その他 ラスター をみ ると､各々抑徴がみ 〔)城1り;a)WJ-.徴がみ られるい これを検
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成果＼ 670 / ‡上倉基分(柁誘)
研究開発東浦(モノ)
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地域科学技術は科学技術政策の中で主要なディシプ リンの一つ として定着 し
つつある｡ しか しなが ら､地域科学技術は どちらか といえば科学技術による地
方振興のための方策 を検討す ることに主要な関心が向けられているように も考
え られ る｡極論 をす ると､かつての産業誘致による地方振興が､単に科学技術
に よる地域振興に代替 されたに過ぎない とも考え られ る｡
従 来 NationalSystemoflnnovation (NSI)で も産業界､高等教育機関､公
的機 関の有機的かつ効率的な研究 ･技術開発資源の活用 とこれによる成果 (付
加価値)の獲得方法について検討を行 っている. しか しなが ら､ここの研究 ･
技術開発主体間のネ ッ トワー クについて言及 されてはいるが､点としての主体
を結ぶネ ッ トワー クであ り､National とい う空間概念があるものの､個々の
主体が空間における面 としての性質 を考慮 していなかった とい うことができるこ
例 えば､伝統的産業にお ける産地の形成には程度の差 こそあれ歴史的な空間
形成が要因 として挙げ られているO-方､今後研究 ･技術開発 あるいはこれに
よる高付加価値製品の生産に関する中核的拠点を形成するためには周辺の産業
特性 ､ さらにはこれを支えることのできる知的生産の空間特性 を把握す る必要
が あ る もの と考 え られ る｡ この よ うな意 味にお い て､RegionalSystem of
Innovation(RSI)の理論は時間 と空間を含む NSIの理論的基礎 として位置づけ
られ よう｡ む しろ NSlでは閉鎖空間を対象 とするのに対 し､RSIではむ しろ空
間を拡張 ･連結す ることにより､産業活動のように もはや境界が不明瞭 となっ
た活動に対 して も適用が可能 と考えることができる｡
本研究の前提はこの ように面 としての空間的概念 を有する地域科学技術 を出
発点 として､RSIの基礎理論を構築す ることを前程 に､近年特に着 目されてい
る知的生産の評価 のための手法の開発 を 目的に､研究 ･技術開発資源の空間集
積 について考察 を行 うものである｡ なお､本研究の着手にあたっての動織 は､
産業構造の立地特性に関す る知見を与えた共同研究の成果によるところが大き
い｡ なお､近年複雑系の研究者による空間経済学が広 く紹介 されているが､問
題 に対す るアプローチの手法はを級 で紹介するもの とは異なっている｡
2･ デー タソース と分析手法
我が国の研 究 ･技術開発資源 に関す る唯一かつ詳細なデータは ｢科学技術研
究調査｣(総務庁統計局､指定統計第 61号)に より毎年公表 されてい る｡科
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学技術政策研究所 では､都道府●県別 の研 究 ･技術開発資源の実態の把握 を 目的
に指定統計の 目的外利用 申請 を行い､ 1976年～ 1994年 (19年間)の
デー タの提供 を受 けた0本研究で用いたデータはこの膨大なデー タを適宜ア グ
リゲー トしたものであるo この一方でデー タの適用可能性 について も検討を加
えた｡研究 ･技術 開発を行 っている機 関の数をは じめ､一般に､研 究 ･技術開
発資源 としては人 ･物材 ･資金 である0 人については雇用形態 (本務者 ､兼務
者 ､補助者等)､資金 については使用 目的 (人件費､有形固定資産､流動性資
産) といった項 目が挙げ られ る｡詳細は省略す るが､本研究の 目的が研究 ･技
術開発資源の空間的な形成 プ ロセスの分析 を 目的 としていること､産業構造の
時空間分析 と研究 ･技術開発に代表 され る知的生産のプロセスの比較を 目的 と
す ることか ら､研 究機関数 と研 究本務音数 を研究 ･技術資源 を表現す るデー タ
系列 と して採用す ることとした｡
研究 ･技術資源 を時空間的に評価す る手法 と しては､権 田及び共 同研 究者 ら
が開発 した指数が産業のダイナ ミズムお よび空間立地の分析 に際 して有効であ
ることが示 されてお り､本研究でも同 じ手法を用いた｡すなわち､研究 ･技術
開発 を行 っている機 関数及び研 究本務者数 を時系列で都道府県別 ､研究 ･技術
開発主体の性格別 (業種別 な ど)に集計 し､産業立地指数を算出 しその変化な
どを求めたO
空間立地 を与 える地域分割 については都道府 県の よ うに行政区画に必ず しも
固執す る必然性はな く､む しろ産業活動 の ような経済的広が り (面 として捕 ら
えること)の方が有意であるO しか し､実際には分析対象のデー タの地域分布
が都道府県 としてのみ把塩可能であるため地域区分 と して採用 していることの
根拠であるO
3. 研 究 ･技術 開発資源の立地空間特性
産業立地指数が示す特性は企業数 (従業者数､製品出荷額､付加価値生産額)
の分散 と集積の様相である｡ この特性は0- 1の数値により示 され､値が 0に
近ければ産業の立地状態が全国的に類似の (分散)構造を示 し､一方､値が 1
に近 けれ ば特定の産業立地が全国的な産業立地の状況に比べ特異的である (隻
約あるいは集積 している)構造 を示す｡ この指数 と企業数 (従業者数､製品出
荷額､付加価値生産額)の実数値あるいは構成比 を比較す ると産業の衰退ある
いは成長 と分散あ るいは集積の様相 を把握す ることができる｡工業統計か ら得
られ る分析の詳細 と発展的研究は本年次学術大会で加藤お よび権 田が報告す る
ので これ を参照 され たい｡
研究 ･技術開発資源に関す る分析 もこの分析手法を基本的に踏襲す る｡研究 ･
技術開発資源の立地特性の適用 の是非 を検討す るため地方公共団体が所有す る
公設試験研究機 関の数 とそ こに所属す る研究本務者 について求めた｡周知の よ
うに､農林水産系及び工業系の公設試験研 究機関は全国的に存在 し､地域での




かつ両者の相関を求めると､期待 されたように両者の立地指数は 0.1-0.2 と








を示す｡生産活動 を行っている企業の数に対 し､研究 ･技術開発活動も行って
いる企業の数は明 らかに規模が小 さく､主 として企業の規模 (本研究では従業
者規模に着 目し､100人未満､100人以上 300人未満､および 300人以上の 3
類型を適用 した) に大きく依存する｡ このため､業種区分については日本標準
産業分類の中分類 (2桁) を用いた (業種を明確にすべ く日本標準産業分韓の
3桁 コー ドで分類 を試みたが､特に企業数が限定 され統計的処理に不適切 と考
えられるデー タセ ットが多数生 じた)｡
一例 として化学工業について研究 ･技術開発を行 っている企業数 と研究本務
者のそれぞれについてその実数 と立地特性指数を示す (図 1お よび 2)｡
図 1 研究技術開発を行 っている企業数の実数 と立地特性指数
(化学工業､企業規模別､1985年 ～1994年)
他事工暮(JLt申分JI)
















増加 し立地特性指数が増加する傾向にある｡ このよ うな傾向は産業構造の解析
の視点では ｢既存産業強化型｣ あるいは ｢産地形成型｣を意味す る｡ この類推
の範囲において､第一次の近似ではあるが､研究 ･技術開発資源 は集約 され る
方向で変化 してい る､すなわち知的生産は既存の研究 ･技術開発基盤の確立 さ
れた ところに集 中する傾向を示す もの として解釈す ることができる｡
他の主要産業 について も同様な評価 を行ったので別途報告す る｡
4. 考察
製造業にお ける研 究 ･技術開発資源は先に示 した事例のよ うに従業者挽模で
見た企業数及び研究本務音数のいずれ について も立地特性指数 と比較対照す る
と構造的特性に単純には解釈す ることのできない様相 を呈す る｡研究 ･技術開
発活動がそれ までに蓄積 されてきた資沢に依存す ること､また企業規模 に見合
う流動的要素 と しての研究 ･技術開発費を必要 とす ることを勘案す ると企業規
模 と研究 ･技術資源の空間集積に主要な特徴が現れ るものと解釈すべ きであろ
う｡研究 ･技術開発資源の空間集積に関す る仮説の一方で､ これ までに行った
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分析 は入手可能 なデー タの範囲の制 約な どか ら､別 の検証 の可能性が残 され て
いるもの と考 えてい るO 例 えば､産 業構造の立地特性 に関す る分析 では工業生
産額 あるいは付加価値 といった産業 活動の実態 を直接 に表 現す る検証項 目があ
る一方で､研 究 ･技術 開発資源 の空 間立地特性が知的生産 に与える直接的な評
価項 目が設 定 され ていない ことな どが挙げ られ る｡ これ らは今後の課題 として
十分に検討 され るべ き もの として誰 放せ ざるを得 ない｡
研究 ｡技術 開発 資源 の立地特性 を知的生産活動の特性 との関連 において意 暁
付 けることが本研 究の 目的である｡ 換言すれば､産業の空 間集積 と知識創造の
関係 を研究 ｡技術 開発資源の立地特性 によって説 明できるか どうかである｡ 一
方､産業が空間的 に形成 され る過程 において工業製 品の生産活動 と､ これ を可
能 とす る知的生産 活動 の組綴化 プ ロセスの同期的効果 によ り現在 の空間的な集
積が形成 され るとの仮説 に対す る考 察 を報告す るO
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問7 財団法人 ･第3セクター支援 (研究開発)











間10 自然科学系博物館 ･科学技術系教育施設 間23 国際交流 (交流推進)
間11 研究交流推進 (共同研究実施段階) 問24 科学技術教育
問12 研究交流推進 (その他研究交流) 問25 住民理解
間13 研究所 ･研究開発型企業支援 間26 重点的研究課題






































































































① 研究開発人材育成事業は､事業内容を ｢専門技術分野｣と ｢研究能力向上｣に分け､
対象を ｢民間企業｣と ｢県職員｣に分けて聞いている｡回答は､人材育成総額で20
5億円で､内訳は､ ｢専門技術 (民間企業)｣195億円､ ｢専門技術 (県職員)｣
5億円､ ｢研究能力 (民間企業)｣2億円､ ｢研究能力 (県職員)｣3億円となって
おり､専門技術分野の人材育成事業が大部分を占め､研究能力向上事業は少ない｡
(9)国際交流の推進
(彰 平成7年度における国際交流に係る経費は ｢拠点整備｣ ｢交流推進｣ともに､前回
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85年 1986年 1987年 1988年1989年1990年1991年1992年1993年1994年 1995年 1996年 1997年
*国及び地域 (都道府県+政令指定都市)の科学技術関係経費総額の推移｡
*各調査年度 (1990,1992,1995)における地域経費は国の経費の約3割｡
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*地域と国 (一般会計)の科学技術関係経費の財政支出総額に対する割合｡
*今回調査 (平成 7年度)では地域分は7,143億円/63兆6,417億円 で 1.12%｡




0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 701 80% 90% 100%
*分野別 (所管部局別)にみた地域 (都道府県+政令指定都市)の技術関係経費の割合｡
*農林水産系 (32.1%)が一番高い割合を占めるが､前回､前々回と比べると漸減しており､
これらに代わって環境土木 ･保健衛生系 (15.7%)､教育系 (8.9%)が増加している｡
6.地域と国の分野別割合比較
D商工 ●農林水産 □環境土木･保健衛生 □県民･生活 口数青 口企画･総務
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
田文部省 ■科学技術庁 口通商産業庁 口防衛庁 ■農林水産庁 口厚生省 ■郵政省 口運輸省 暮その他





Ej総合的推進 ■公設試 E3高等教育機関 D医療機関 I財団法人 口研究交流促進
E3企業誘致 tj企業支援 E)人材育成 E)国際交流 口啓発普及 □重点課題
｣■■■■■l■■■l■■■■■■■■■■一 一■脈 ■■■■ク
匝 ; 25･0% H 帖 = 睦 日
.■ll■■■W 棚
田 翫 国 東 【 19･9% 】= Ⅲ 日 刊
- ■■例 ■r
･ ､ t 二 十
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
*目的別にみた地域 (都道府県+政令指定都市)の科学技術関係経費の割合｡
*公設試関係経費 (51.6%)､高等教育機関 (25.0%)が高い割合を占める (第 3回調査)
*前回､前々回と比較すると､公設試が減少し､多様化が進む傾向がうかがえる0
8.地域と国の目的別割合比較
□総合的推進 召公設試 口高等教育機関 D医療機関 ■財団法人 □研究交流促進
Il企業誘致 □企業支援 ■人材育成 田国際交流 □啓発普及 口重点課題
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
ロ国立大学等経費 B国立試験研究機関等経費 口助成費･政府出資金等 □行政費その他
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*人口-人当たりの科学技術経費総額 (含政令指定都市)の比較｡
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*高いのは岐阜県 (3.35%)､滋賀県 (2.74%)､福島県等6府県が 2%を越えている｡
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理科系高等教育機関関係経費(政令指定都市を含む)
30,000,00025 .■也千 1.円
伝 青 岩 宮 手` 山 ; 茨 栃 群 埼 千 束 神 新 富 石 福 山 長 岐 静 愛 三 滋 京 大都 阪府 府 兵庫県 ■■那良県 和 島 島 岡 広 山 徳 香 愛 高 福 佐 長 熊 大 宮 鹿 沖
森 手 械 円 形 烏 城 木 馬 玉 葉 京 奈 潟 山 川 井 梨 野 阜 岡 知 重 賀 歌 取 扱 山 鳥 口 島 川 媛 知 岡 賀 崎 本 分 崎 児 縄
県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 都 川 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 山 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 県 鳥 県
?? ? ? ?
16.県別に見た看護系学科を有する4年制大学一覧
平成4年Jl以前 平成5-7年Zt 平JP ､9年Jt 平成10-12年Jt














石川■ 【国立】金沢大学(保肝 斗) 石川l■立書芸1大字(f王Ⅰ宇部)
拝井■ 福井県立大学(書抜梓祉宇部)
山菜■ 【国立】山梨医科大字(手練学科) 山梨県立和 大字(f脚 )l. 長野ytf姓大字(糊 宇部)tEJLt 岐阜札立f牲大字(事謙学部)■L●- [私立】聖沖クリストファー 書謙大字(f芸事宇部) 【匡1立】浜松医科大学(耶 斗) 幹岡県立大学(f;羊学部);こl L私立｣藤田保健術生大字(術生学部) 愛知押し王事;1大字(f泣学部)三1■ 三王県立看護大字(f捷宇部)iLt■ 【国立】温実医科大学(稲 学科)京搬
大師 大阪府立看護大字(f謙学部)【国立】大阪大学(脚 斗)
兵Jt■ 兵庫 舛こ立f謙大学(f謙宇部)【国立】神戸大学(看護学科) 神戸市立看護大字(書芸暮宇部)栗丘■-I,JL取■
A現Jt




寺川■ 【国立】香川医科大字(書謙学科)1;丁 【国立】愛媛大学(看護字科)tl]■ 高知女子大(f謙宇部)事■円■ [私立J久留米大学(書芸粁 斗) L私立｣産事医科大字(産兼保健宇部書抜学科)[ 】西南女学院大学(保健福祉学紳 ;持 斗)佐Ⅰ■ 【国立】佐X医科大学(f課等耳斗)耕■ 長崎押こ立新大学(柑 葉書宇部)
1本■
大分t 【国立】大分医科大学(耶 斗) 大分県立書芸I科学大字(事護宇部)
官■■ 宮崎県立f謙大字(f謙学部)
丘児A■ [私立】息児臓 L.女子大字(f3宇部)
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-公設試 研究員 研究員 常勤 非常勤 職員計あたり 以外 職員計 職員
変更なし 26.8 15.2 42.0 3.9 45.9
構成比 58.3% 33.1% 91.5% 8.5% 100.0%
変更あり 36.1 20.3 56.3 4.5 60.8

























































































































































































































物質 ･環境システム工学科 定員 80名
知能機械システム工学科 定員 80名








































帯i克展､企画展京. ･tf物代貸料 (l兵像. ･tFl無会.見芋会その他 ･1書絹システムの蛙瓜
屋外展示.f肋 展示 園舎文Llを除く)の の交流活軸 jZ用





































































人員 栽培部 1名 作物改良部 1名
整備後
組織 フラワーセンター21あおもり










































































































=) 公 給pこ牧研究絶間色 目 良問
(2)研究者-鼓 423 人
(3)ヰA鼓 672 人









草生鼓 . 300人 tl見放 36人
(2) 仲間れ立大字 (燕竿臥 *品菜★竿臥 有識拝.
大TJRl
羊生魚 ･ H39人 ttR致 . 19人
(3) rF岡爪立大草短期火羊軌
宇生魚 620人 世良敦 : 68人
3.Tf物tE及 びIキ字技術 系鞍市長投 (q良鼓.内牧は学
芸A崇1


















? ? ? ?
一159-
Ⅳ 地Jt申 (主fft関所曹Zt.平成9年妊)
画 一.- -1宇術 ･大字吋 .県立大学
(同短期大宇部)
































































































一羊生魚 235人 教見放 : 37人
(2) 三五県東集大学校
早生救 80人 教見放 ･ 66人
(3) 三五県立育三t大草 (看汚学部)
芋生魚 400人 教員牧 . 50人
:】 博物餌及び什竿は術系教育施設 (仙fI魚､内乱 土学
芸Fl故)
()18物信 5(■り
(2)L,ンダ 書ー物鱈 (仮称) 検討(1J
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大 学 と 産 業 界 等 と の 研 究 協 力 等 の 推 進










事 項 】概 要 平 成 9年度予 算 額 等 平成10年度予 算 案 等
(1) 民間等との共同研究 ① 国立大学等が.民間企業等から 55億 4百万円 61億26百万円
(昭和58年度創設)(2)受 託 研 究3 研 究 員4 共同研究センターの設置 研究者と研究経費等,又は研究経費 研究件数 研究件数
等を受け入れて,大学等教官と民間 1.336件 1,488件
企業等研究者とが対等の立場で共同して行う研究○② 必要に応じ,国も研究経費の一部を負担o③ 特許は原則共有o一定期間優先実施させることが可能○① 国立大学等が産業界等外部から委託を受けて行う研究○国有O-定期間の.委託者への一部譲与も可能C 受入れ研究員1.925人418億53百万円 受入れ研究貞2,141人Ii 456億3百万円○民間企業等の技術者や研究者を国 11億24百万円 I 11億36百万円
立大学等に受け入れて,大学院レベ 受入れ研究員 受入れ研究員
ルの研究の榛会を与え,その変質の向上を図るO(丑 大学における産業界等との研究 1,529人 1,529人2億円 3億45百万円新設 2大学 新設 3大学
(昭和62年度から設置)(5)奨 学 寄 附 金 協力 .連携の一層の推進を図るための場として整備o平成9年度までに
49大学に設置o② ｢ 内共同教育研究施設_.として.所要の定員及び汎用設備を配置○① 直立大学等が学術研究や教育の充実 .発展のため,民間企業 公益法人等から受け入れる寄附金o奨 寄附金によって,寄附講座 .寄附研究部門の開設が可能 (昭和62年度から )○ …蓋藁:誓書豊臣 芸芸諾 )527億83百万円 527鮭83百万円1
(文部省学術国際局研究助成課研究協力重)
1ー68-
◇各 制 度 の 実 績 等 の 推 移 等
【民間等 との共同研究の実施状況】
【共同研究セ ンターの設 置状況】
大 学 名 セ ン タ 一 名
62 富 山 大 学 地 域 共 同研 究 セ ンター
年 神 戸 大 学 共 同研 究 開発 セ ンター
皮 熊 本 大 学 地 域 共 同研究 セ ンター
63 室蘭工業大学 地域共同研究開発センター群 馬 大 ~ 共 同研究 セ ン
年 東京農工大学 共 同研 究 開発 セ ンター
皮 岐 阜 大 学 地 域 共 同研 究 セ ンター
名 古 屋 大 学 先端技術共同研究センター
茨 城 大 学 共 同研 究 開発 セ ンター
7t: 宇 都 宮 大 学 地 域 共 同研究 セ ンター
年 名古屋工業大学 共 同 研 究 セ ン タ ー
皮 九州工業大学 地 域 共 同研究 セ ンター
佐 賀 大 学 科学技術共同開発センター
2 山 梨 大 学 地域共同開発研究センター三 重 共 同研究 セ ン
年 京拡Ⅰ害毒淋財こ学 地域 共 同研 究 セ ンター
皮 岡 山 大 学 地 域 共 同研究 セ ンター
長 崎 大 学 地 域 共 同研 究 セ ンター
3 横浜 国立大学 共 同研 究推 進 セ ンター新 潟 大 地 域 共 同研究
年 静 岡 大 学 地 域 共 同研究 セ ンター
皮 山 口 大 学 地域共同研究開発センター
徳 島 大 学 地 域 共 同研究 セ ンター
4 北 見工業大学 地 域 共 同研究 セ ンター山 形 大
年 電気通信大学 共 同 研 究 セ ン タ ー
皮 福 井 大 学 地 域 共 同研究 セ ンター







平 成 8 年 度
分 野別研 究 課題数
大 学 名 セ ン タ 一 名
5 岩 手 大 学 地域共 同 研究 セ ンタ ー秋 田
年 信 州 大 学 地域共 同 研究 セ ンター
皮 鳥 取 大 学 地域共 同 研究 セ ンタ ー
大 分 大 学 地域共 同研究 セ ンター
6 埼 玉 大 学 地域共 同 研究 セ ンタ ー千 葉 共 同研究 推進
年 愛 媛 大 学 地 域共 同研究 セ ンタ ー
皮 九 州 大 学 先噺榔 研究センター
宮 崎 大 学 地 域共 同研究 セ ンター
7 金 沢 大 学 共 同 研 究 セ ン タ ー大 阪 三和耕脚 研究センタ
年 広 島 大 学 地 域共 同研究 セ ンター
皮 高 知 大 学 地域 共 同研究 セ ンター
琉 球 大 学 地域共 同 研究 セ ンター
8 北 海 道 大 学 先静三惇脚 究センター
年 帯 広畜産 大学 地域共 同研究 セ ンター
皮 東 京 大 学 国際 .産学共同研究センター
島 根 大 学 地 域共 同研 究 セ ンタ ー
9 弘 前 大 学 地域 共 同 研究 セ ンター
年皮 九州芸術工寿斗大学 地 域共 同 研究 セ ンタ-
10予 東 北 大 学 未対脚 研究センター
年定 東京工業大学 フロンティア名J脚 ンタ-
-169-




1.400( 3 一〇受託研究員及び私学研修員等 1.294-,1.270-I-一 一.-1,271,-
人 -○受託研究員 (内数) 1,213
) 1.200 ",.1,151._ ._.1.129".….0------a----㌧ o
1.100 …1,036".". __""○,I_二_:_.1.172日._1,182‥_ ‥_.､…_ _.=_1.040…_.
1,00 ,-1,099 1,159 ､､
1.000 966 992 991 ○J O. 953′.1,025 1.034 ~､一〇
9008 0 884人
0-/ -0------0--- g'S了 '914"I-' ~r'-"960 ー" ●日､ こ`●去
･l ..l .J .● .
700 790人
【奨 学 寄 附 金 の受 入 れ状 況 】
600 501 500 489 487 484#^500 ‥_…‥-1■金額 (唐円)_ …457….426




金額 年度I 58 59 60 61 62 63 元 2 3 4 5 6 7 8
-170-
キ ャ ン ノ ヾ ス ･イ ン キ ュ ベ - シ ョ ン の 構 築
- C a m p u s I' n c u b a t /I o n -
成 莱
平成 10年度予算
○ 東 北 大 学 :未来科学技術共同研究センター
○ 東京工業大学 :フロンティア創造共同研究センター
研究分野及び期待される効果の例
生 命 叫オインフォマティクス,/冊プロセス.システム 新薬 .高機能食品の開発 .実用化
情 報 適応システム,脳情報管理 介護ロボット等の開発 .実用化






























































































































































































































































類 型 創造的情報通信 同時標準実現型 地域癖 型研東
技術研究開発推進制度(従来スキーム) 研究開.先制点∴ 開発制東.
対象とな 独創惟 .新規性 国撫標準化に直 地域ニーズに応
る技術分 に富む情報通信 結する技術 じた情報通信技
野 技術一般 (重点分野を予め限定) 術一般
対象機関 大学等 民間企業又は 研究共同体
国公立試験研究 大学 .公的研究 (地域の企業､
機関 機関 等 大学､公的研究機関等により構成)
期待され ○独創性のある ○我が国主導の ○地域の研究開
る効果 研究開発の充 国際標準化の 発向上










8年度 4.8億円 - -
9年度 8.0億円 - -
10年度 7.4億円 1.5億円 1.5億円
予定額 (10.4億円の内数) (10.4億円の内数) (10.4億円の内数)
【スキーム図】
般 会 計





提案課題 提 案 者 研究形態 &*提案機関 提案著名
近未来対応の超高密度デジタル磁気記録シス愛媛大学 田崎 三郎 委託研究
テム開発に関する研究 工学部 (教授)
高度医療資源共有のための高機能情報通信シ新潟大学 膏藤 義明 委託研究
ステムの開発に関する研究 工学部 (教授)
強誘電結晶における反転 ドメインの形成とこ東北大学 中村 偉良 委託研究
れを用いた大容量 .高速通信デバイスの研究 工学部 (教授)
マルチメディア時代の病院間通信システムの東北大学 福田 寛 委託研究
研究と仮想研究室に関する実鹸 加齢医学研究所 (教授)
超伝導光変調デバイスに関する研究 郵政省通信総合研究所 井筒 雅之(主任研究官)共同研究
光ネットワークにおける多重化及び多元接続 東京大学 菊池 和朗 委託研究
技術に関する研究 工学系研究科 (教授)
メディア同期プロトコルセットの研究 名古屋工業大学工学部 田坂 修二(教授) 委託研究
実環境と仮想環境を融合した協調作業通信環奈良先端科学技術 横矢 直和 委託研究 共同提案
境に関する研究 大学院大学 (教授)
大阪大学大学院 岸野 文郎(教授)
高速高信頼性衛星通信システムに関する研究 奈良先端科学技術大学院大学 藤原 秀雄(教授) 委託研究 共同提案
大阪大学大学院 白川 功(教授)





1超環境における巧みな実作業のための知的情報伝送システム 関す 研究 東京大学 助教授 光石 衛
2次世代映像コ沖ンツの合成 .編集 .検索方式に関する研究 東京工業大学 教授 中嶋 正之
3わトワーク型多面デイスフ●レイを用いた臨場感コミュニケうヨン 東京大学 助教授 鹿瀬 通孝
に関する研究 筑波大学 講師 葛岡 英明
4わトワークに基づく分散型地球環境デ ターへ●-スの構築 長岡技術科学大学文部省学術情報センター千葉大東京北理科大岩手 助教授 小池 俊雄教授 野 欽司本多 嘉明喜連川 優川村 宏高木 幹横山 隆三
5衛星系と地上系を融合した統合通信Internetによる分散協調マルチメディアデ ターへ◆-スシステムの研究 早稲田大学 教授 村岡 洋一
6 マルチトグルユーサ◆インタフエ-スを備えた高次コミュニケーション空間の構築 山梨大学 教授 伊藤 洋
7マルチげ イ7通信網の高度サ-ビス制御7-キテクチ†の研究 大阪大学 教授 村上 孝三
8 次世代情報わトワークの分散.統合型管理7-キテクチ†に関する研究 東北大学 教授 根元 義幸
9 視覚誘発脳波(VEP)を利用した新視点入力型ユ-y'デ∧◆イスとその制御方式に関する研究 信州大学 教授 米沢 義通
10光波と未開拓電磁波の超高速変換.制御の研究 東北大学 教授 伊藤 弘昌
ll3次元フォトニクス結晶とその回路技術の研究 東北大学 教授 川上 彰二郎
12自由空間高速光通信のための光機能デ八°イスに関する研究 日本女子大学東京大学通信総合研究所 教授 小館 香椎子神谷 武志室長 有本 好徳
3ー電磁波が遺伝子.細胞.個体に及ぼす影響に関する 東北学院大学 教授 佐藤 利三郎
総合的研究 東北大学 教授 小野 哲也











































































































































































































科 学 技 術 関係施設整備
生活･地域科学技術研究施設整備事業
科 学 技 術関係施設整備の支援(1/2補助
･ 先 導 ･ 基盤的研究開発施設
･ 粒 子 線 高 度がん治療研究施設
･ 地 震 調 査 観 測 施設




































平 成 1 0 年 1 月

















































② 独創的研究成果育成事業 667百万円( 318百万円)
大学､国立試験研究機関等で得られた研究成果を地域の研究開発型企業に






















(1課題 3億円/年 3年間 毎年3課題を新規採択 成果が見込まれる
課題については､第Ⅱ期研究を実施)
② 地域先導研究 900百万円( 900百万円)
都道府県からの提案を受けて､地域の特性を生かし､地域の研究ポテンシ
ャルを活用した総合研究を実施｡


























































































































































































































コ二 業 技 利寺 院 地 域 技 術 課
TEL:03-3501-8794
FAX :03-3501- 7917
1 .新 規産業 創造技術 開発 支 援制 度
2.重要地域技術研究開発制度
(1)地域 コンソー シアム研 究開発
(2)先端型重要地域技術研究 開発
(3) 中小企業重要地域技術研 究開発










補 助 率 3分の2
補助期間 2-4年間
交 付 先 民間企業
2.施策の効果









平成 10年 2月 12日～3月 12日
通産省公報にて公募
②平成 10年度予算案 :43.4億円 (平成 9年度予算 :42.5億円)





開発 支援 (補 助金)制度
択課題 例
地 域(管 内通産 局) 技 術 開 発課 題 名 技術 開発 戟 要
北 海 道 北海 道 の馬 鈴薯 黄 粉 を原 料 馬 鈴 薯 澱 粉 を原 料 と して､ 耐 水性 (水 ､
と した 生分 解性 容器 に 対 す 湯 ) ､ 耐 電 子 レンジ性 を有す る環境 に倭
る耐 水 性 付 与材 料 及 び 耐 水 -性 付 与 方 法 に 関す る研 究 開発 し く汎 用 性 の 高い食 品容 器 を開発す るO
東 北 自動 車 用 高信 頼性 振 動 ジ ヤ 構 造 的 に硬 蘭 で シンプル な支 持 が可能 な
イ コの 開発 エネ ル ギー 閉 じ込め振 動 モー ドを利 用 した振 動 ジ ャイ ロの実 用 化 技術 を確 立 し､日勤 車 載 用 の 高信頼 性 セ ンサ 開発す る
関 東 薪 バ イ ンダー墳 詰 金 属 に よ 従 来 の 金 型 .治 工具 製 作 法 に比 べ よ り達
る画 期 的 な 金型 ..治 工 具 製 くか つ容 易 に制 作す るた めの 薪 バ イ ン ダ
作法 一 塩 詰 金 属 法 の実用 化 技 術 を開発 す るo
中 部 還 ′｣､型 超電 導 永 久磁 石 装 置 従 来 の磁 石 で得 られ な い強 力 な芯 場 を､
の 開 発 超 小 型 軽 量 で容易 に発 生 させ る こ とが でき る超 小 型 超電導永 久蛋 石 装 置 を開発 するo
近 さ 蕉 分 解 .性有 害 有 毒物 賃 等 の 高 温 高圧 水 を用 い有 岩 塩 票 化 合物 や フ コ
水祭 連 続 分 8-nT装 置の 開 発 ン等 の転 分 解物 質 を分 解 し､ 無 害化 す る連 続 分 解 処 理 装置 開発 す る○
中 屋 材 質､ 形状 を最適 化 した 高 人 工 関節 用 の超 高分 子 量 ポ リエ チ レン を
耐 久性 人 工 関 節 の 関 蔦 材 質 .形 状 の 両面か ら高 強 度 化 す る こ とに よ り､ 耐 用年数 が 20年 以 上の 人 工 関節 を開 発 をす る○
四 [∃ 新 しい 炭 化琵 崇戒 形 体 の 製 炭 化 珪 崇威 形 体は半 導 体 製造 工程 で多 用
造 プ ロセ スの 関東 され て い るが､ これ ら炭 化珪 崇成 形 住 の製 造 にお い ては､エ ネ ル ギー 多 消買､ 不純 物 混入 等 の認鴇 が あ る〇 本 研 究 で は､原 料 系 も含 めた新 た な 素 体 製
逼 方 法 の 開 発 を 目指 すO
九 州 極洋 7吊 粟ゆ らぎ空間 を用 い 7Jkの蒋 月菜 (ウオー ター ベ ー ル ) を作 り､
た心身 ケ ア システ ムの 開 発 透 明 閉鎖 空 間の 中で香 り､ 昔 ､ 光 等 の 刺激 を総 合 的 に人 に与 え､ リラ ックス状 態が 体襲 で き る心身 ケ ア システ ム を開発 するD 纏 席 ケ ア機器 等 と しての需 要 が期 待され る○
沖 縄 ｢沖縄 毒見光 プ リペ イ ドカー 変 造 及 び 偽造 防止 を 目的 と した蛋 気 式 と
















プロジェク トを募集 し､産学官の強力な連携の下に効率的に研究開発に対して支援を行 う












平成 10年 1月 30日～ 3月 2日
通産省公報にて新エネルギー ･産業技術総合開発機構 (NEDO)から公募
②平成 10年度予算案 32億円 (平成 9年度予算 20億円)
新規プロジェク ト数 新規約 10件採択を予定
③問い合わせ先




*通商産業省 工業技術院 総務部 地域技術課
-210-
平成9年度地域コンソーシアム研究開発採択状況
一般会計 採択予定 7件 応募件数50件 競争率7.1倍
〔一般会計】
地 域 提案課題名 (総括研究代表著名) 提案者名(参加者)
】関 東 炭素繊維軟組織-の微生物固着現象を利用 し (財)群馬地方発明セ
た水環境整備技術の開発 ンタ-
- (大谷杉郎東海大教授) (諾5大､踊工緑､錆大､琵忘高専､県離工芸誌､雛縦縞臼含､奇人エコサイエンス臥力J)ツト産芸大永ト'Iトム乱闘菜医韻冒頭配所､真如⊥]ン 絹削




中 部 三次元高速バイオマイクロマニピユL/-シ∃ (財)中部科学技術セ
ンシステムの開発 ンクー
(新井史人名大講師) (名大､立補大､韓烹右靴毒邑望任所､オサ◆用字乱雑モリテックス)
近 畿 UHQ透明導電膜形成に関する研究開発 (財)大阪科学技術セ
-211-
地 域 提案課題名 (総括研究代表著名) 提案著名(参加者)
九 州 新有捜エレク トロル ミネッセンスデバイスの (財)福岡県産業 .料
創成技術に関する研究開発 学技術振興財団
(需藤省吾財団顧問) (九梱下蔓蔓凱二シム喜子工芸臥昭菜化学工芸臥韓純化開鏑､大量臥九大､舶eI芸註師ンタ一､九工臥雛酎
九 州 工程適応型フレキシブルロボット技術に関す (財)九州産業技術セ
る研究開発 ンタ-
(川路茂保熊大教授) (最大､(尉)絹テクノホ●リス銅平班工乱臣芹福調､オLOン凱引謂 九エ削
沖 縄 地域工芸品向けリバースエンジニアリングシ (財)地域産業技術振
ステムの研究開発 興協会
【石持会計】
地 域 提案課題名 (総括研究代表者名) 提業者名(参加者)
北海道 低温エネルギーを利用 した農産物の新規貯蔵 (財)北海道地域技術
技術の研究開発 振興センター
(吉田諒-北工研部長) (Fiセンター､道立工註､先夫､北見エ大､田尻銅I芸乳桶は(さん臥幕組舶芸齢､荒木商工臥日硝管臥北エ削
東 北 超臨界流体を用いた環境調和型工業洗浄装置 ㈱インテリジェン ト
の開発 ･コスモス研究桟橋
-2 12 -
地 可 提案課題名 (総括研究代表者名) 提案者名(参加者)
東 北 省エネルギー型新プロセスによる金属成形技 ㈱インテリジェン ト
術の開発 ･コスモス研究穂積
(池内準東北工研部長) (烹北大､真田絹業凱ハ◆ツクスフ●レシシ●〕ン臥拍刃摘､拍高周絹芸臥餌エe)
関 東 工作機械のダウンサイジング技術に関する研 (財)信濃川テクノポ
究開発 リス開発機構
(速水清財団常務理事) (掛ソがミ､セイコ-諸般､多摩川篤綱､靴窮臥ま相浦工面､ユキ鳩エ乱雑丸菜銅製惰､銅紺J-^絹県工芸絹語合凱Fa.gJrlテク/ホ●リ媚寛 ､監鏑)
近 畿～ リサイクルに適 した槙能性薄膜の新規製造法 (財)大阪科学技術セ
と着色ガラスへの応用に関する研究開発 ンタ-
(南 努大阪府立大部長) (府立大､近大､后歳差絹諾台臥セントラ購子臥齢サヒヒ◆-ル､斜靴学童芸臥大工引
近 畿 セラミックベアリング用ナノ制御材料の研究 (財)大阪科学技術セ
開発 ンタ-
(岩佐美喜男大工研室長)l (細大､離大､府立産芸絹琵鏑京セラ臥拍ヒ●ロー フ ◆ロック望遠臥韓鮒絹製踊～大工酎
中 国 1タスク連合型群構成搬送 ロボットシステムTR (財)中国技術振興セ
lPTERSの開発研究 ンタ-
-213-
地 域 提案課題名 (総括研究代表者名) 提案者名(参加者)
中 国 ln-situ制御によるプラズマ利用表皮処理プ (財)中国技術振興セ ー
ロセスの開発 ン タ -
(片山裕之島根大教授) (島譲大､京大､日立童絹､韓守銅的鏑 韓蓋辺望宗､山鍾責工芸諸島朋立工芸調セン9-､摘 酎
四 国 高性能フラットパネルディスプレイ技術の総 (財)四国産業 .技術
合開発研究 振興センター
(平木昭夫高知工科大教授) (松下責毒子工芸臥力シ柑真相､ニッホ'ン高錆工芸乱ESKシステムクリエイト臥韓システック､鍋工絹大､柏大､た島大､納大納莞工芸絹センタ-､蔓琵e)










研 究 開発 テ ー マ 研 究 開 発 の 概 要
微小重力場利用高度 多様な燃料に対応でき､高効率で環境汚染物質の排出の少ない高度燃焼
燃焼技術(北 海 道 地 域 )(絹遷工薫芸綿実蘇) 技術を確立するため､燃焼現象の解明を妨げる自然対流の影響を排除 した






(関東 .近畿 .九州 時間の耐酸化性等の特性を併せ持つような複合機能を付与するため､ レ-
地域) ザ-､プラズマ､イオンビーム等を利用 して材料の表面 .界面の構造を制
(舶蓬締ま蘇)大夏エ裏芸榊実蘇)細工薫註 訴 御する技術を確立する○
エネルギー使用合理化 高温環境下で誤動作な く作動する構造的､化学的､電気的に安定で､か
燃焼等制御システム技 つ､800℃の高温まで使用できるS iC素子を利用 した高効率制御シス

















エコ.テーラート一トライホ■マテリアル創製プロセス技術の研究開発 輸送機器 を始めとする各種産業機器において､GDPの 1%に及ぶといわれる摩擦によるエネルギー損失や摩耗による資源損失､及び環境負荷低減にかかわる トライポロジ-の諸問題 対処するため､非平衡構造の トラ
(関東 .中国 .四国 イボマテリアル設計技術､イオン､ レーザ､超高温を利用 した超多層構造













研究基盤施設整備法人相詣ソフト獣毛) 施設所在地 捻事業費〔億円〕 建 設 期 間 i 事 業 の 観 要
㈲地下無重力実鼓 北海道上砂川町 52 昭和63年度 無重力時間約10秒､無重力 レベル10~SG以
センター 下の無重力環境を有する実態施設を整備し､一般






③管理 .運用施設 :センターの活動計画 .管理､
保守等に必要な施設








脱題高温材料研究センター0836-51-7007(堪義之耶描頴) 166 (山口センター)県宇部市岐阜岐阜県多治見市 45 平成元年度 超高温市境における材料の物性､旗能等を研究､評価すろための施設を整備し､一般の利用に供4 するO測定 度屯田2300'C(従来は1800'C)までの試敬語を設鑑.く主要設備)①高温 .高速ガスエロージョン試験壊②プラズマ7-ク溶解炉③ 1万気圧超高圧HⅠP⑥ 多軸疲労試敦伎⑤大気中 温材料試敦横 等
㈱ レーザー応用工学センタ0258-46-6231(.ぜトサ'-絹工芋詑覇) 新治県長岡市 21 平成元年度 レーザーの藍菜への利用技術について研究する
- ための施設を繋併し､一般の利用に供する.
平成3年度 これまでの出力を1ケタ以上上回るパワーを有














工業技 術 連絡 会議
工業技術 連 絡 会議は､ 鉱 工 業 技術 に関 す る公 設 試 験 研 究磯 関相互及 び国立試 験 研 究 窃
関 との 協 力 体制 を強化 し､ 境 関 相互 の試 験 研究 を効 果 的 に推進 し､ もって工業技 術 の 向
上 を図 る こ とを 目的 として､ 昭和29年 に 設 置 され､ 現 在 に至 って い るo (本会 議 の組
銭は6連 合 部 会､ 8地方会 議､ 公設試 験 研 究 境 関連 絡 会 議 か らなって い る. )
議 長 は工 業 技 術 院長､ 工 技 院 の15研 究 所 の ほ か､ 平成9年度現在 全 国 の207の公
設試 研 研 究 墳 関 か加盟｡
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鼓 F2 分 事4 会
汁 満 分 羊1 全
蒜 形 fT積 '# 介 H 全
ヒ







アラス ナ /ーク計.bほ縮研 完 全




東 北 ･北 海 道 地方 読 会
同 文 甲 信稽肘 地方 宗 全
東 浦 ･北 牲 他 方 宗 全
⊂ 誓8㌔ E.～.九五 稚要石芸
実渦 紹 ti技Fiだ台司果所
'i 洗 tE項 連 合 Y.全
生命工手工宗tfia'研完16
生 魚 工手 連 合 罰 会
~子は4'はA帯【所
.q 昔 ･環 動 分 村 食
大 気 分 事1 全
戸I水 ･地下水分fヰ会
長買 ･雨音滋分74全
地 球 村 楕 分 fl会
+菜灘 現 項 シン ポ ジウム 東北 ･北海道他方 証 会文甲信也if埠 万 古 会






+ ノ､rコ工手 ･.iit技'Giシンポ ij.?ム
ニ ューバ イ,1技揃吊完全
､■ 隻 lコンt.ユー タ応用分f1全｣ iて 子 連 合 読 会 l
ち 一三 岩 切 境 - 全トー｢q:干 i-'Jくイ ス 分 事1会 rl
｣ 公設弐崇宗完琵只連結全ii



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































科 学 技 術 政 策 と 白 書
平成10年2月24日






























































































































































































































































































































































































































































〒7828502 小結 机■ リエゾンオフィス桃兵刃推eLt{システL･=判 1rL推
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OW Lrlの仙 ●■日M ¢■I
●金冠河にわh:ZI分析 のJf明
化学 ●漂認諾 冠芸櫨 榊
1
4朝しい化学工牡 ●退排尿 AEZk搬 IJfl
フElt:スのm党 等の粥托






























d､淡の肝 矧,'il雅.tlr,助を女拭 します またJt'(: I 1
liu.I5U)J対として.i',.-J.柑IJ^J17-R滋の柁術I.:右舷化へのJrJり
親みr女jJ;します


























































































柵nu)i:法力､なl't,'1くミ､千)t適,Jj:州 l一銭プ梢､樫れた放fiJX.Jia)なか､IL州jL上人の人'I'J/J的 r光施.i'lSPLlnL,-8､ilH .IA;.旅 F'








区 画_面 積 備 考._▲ 一一｣ 一.～_.･区 画 面 研 備 考
A-1 2.21 A-11 1.77
A-2 2.52 A-12 2.55
A-3 1.79 A-13 2.38
A-4 3.06T A-14 7.47
A-5 一.26 A-15 1.88
A-6 3.12 A一一6 2.24
A-7 一.63 A一一7 一.66
A-8 L鼎立払子JB A一一8 2.64




























































































項 目 H3年度 … 4 5 6 7 8 9 10 ll
X1工区迫di工事 SR用地飽 30ha東成
SPrLrl9-8姫路エ*大事切手群JE 学MJt7(攻 ♯ 事flリング▽jt蛤Bbやホ手書BJ+せ A9M 暮始 ∇ 欝 ビー ム∇ZGー ■恥地 ∇供用 始+2糾尭成
:学生7FJf岨Oi bELBヰ投 大卒扶I士は権(前掛 ●)帥t*
I+■扱 Bd竣(育閑投
寄宿舎i,xq的L80 0呑書1411 *ZAl■t?地 文沈ukf 血8m(⊃ ■ 巾ー
先暮科学杜Yi支tIt/タ一世宅JttBA .研究kEL光一Bプラザ叩r公JK殻■■暮■■小事故沖dIJF書中火刑S防■ゴミもgJA ■A住宅.学生 中JI1舶 碁t基本J*ff t 辛
I
0 0企tI投7手 0 0.0 中■住宅中■2yI 中J住宅X I
+Nll *事rriF■ ▲ 一畢暮手 暮lLIB一
■ta+ Bd校 ■ f手●8l攻
暮 せ ■ MLR OLB
善本計声8








軸地力M)I)li帆として,tjjえ､なかでも臨子触附まわが川でも日放叫 .Yi朋 Ljち地絹として別 宅を続けてきました
I叫｣㈲ffテ/}ノホ リスは､この多様な純米tLutiJiとF,!iLかなF't照を).に4,2:1として､(.LFlYl'l1･Id:享抑TFlをIfl心としたTLZ抑l`'.:lL_かな
雌火や文化を(け るlHJ-1O町 (人目約74jJ人､l(li桃約13Jh乙l)引糾 ･宅としています
J当地Qでは､これらIIJltEr号によって1i7:rl'tJに糾耕 された 州 糾 門'･I/ノ√t;I)7.肌IL述作公取 0)もと､排し州 別u:
対仏 し,た魅ノ)LQJるFlFlかれたl7川IlJifづくりを進め､地Jl･i:∩_1亡がrllhにJ之流 し､IF,′1-.する地域H.会を)軌にしていきます
西播磨地域












て､L'r門1.1,をは じめ 多1lJLの Ll1'JjJ.ii･敗ffl,1,や収ILlrF








主た.N 卜てもJl放0)t.1､挽結 べ'進';･校.スホ ･
ツ :,l､約7RLT)i;●Ji手交/などがも1.JLあり､rl'L'I孜でlIも允
I):･しています





































































































































































































































































































































[機 能] [事 業]
公 羅史 琵式 の 役 抑Jと 1幾 flヒTJ虫 イヒ盲惜 JV-tLi壬桂
一大阪if立工業研究所における薬楠の耽り組み-
大阪了Ii立工集UF究所












･･⑳ ･ ･･････････ ･･･.I◆◆ ･ ･∫ ･････ ∫･∫･ ･･ ･ ･･∫
超 令 研 究
















皮 節 符 節Ⅰ工薬技術に抑する卯 には､本所研先月が馳時お答えします｡(鮒 )
題 g 曹 Bl
本所の研究結果については学会 ･研究会等で発表するほか､次のよう
な業務を油じて広く普及していますO
瞬 師 の 派 遭 ● ♯界･中小企事のEI沸会･叫官金等の催しに.本所書門研究JtをPl師として派■します｡
璃 演 会 の 開催 ● 本所の研究成果の暮及やJl新技術qt報のZE供を包る1=め.PtSA会やPL習合を邦催し
ています｡
刊行物の発行●
=新 報 の畑 l
名 称 内 書 配 付 先
大阪市立I蕪研究所報告 本所の研究成果のうち矧こ軒書な 市立中央図■髭
(発行 年2日程度) ものをとりまとめ公表します. 関係各研究8I関
事 務 年 持 本所の1年何の研究内啓.#耗内 市立中央図■轄
(発行 年一国 ) 零等を埼潔にとりまとめ公表しま 初孫各研究8L関
す. 各 業 界
エ 研 だ よ り 本所の研究項目､事務内容､催物 各 区 役 所
(月 刊 ) 特I薪のトピックスをお知らせす 関 係 事 界
本所で枇持した特許権については､できる限りrl/ト企薬石の実施Il込
に応 じ､新しい技術の普及に努めています｡
窟 膚 併 用 I 次のように･M rの各設焔の仙川･l.込に応 じていますo
開 放 研 究 室 ● 研究室を持たない中小企業に､r自主研究の軌 として広く公開しています｡-椴研
究室に準じた研究提偏が整っているため､利用企業は必要な枚器現を持ち込むこと
により･自由なLtl_アウトで研究を進めることができます｡(2室)










鞘 堂 ･会 桝 室 ● 中小企集･業界等のEI兼会･研習合をはじめとした各稚暮会の会qB用に本所の大EI
堂 (定見120名)､小Pt望 (同72名).会仇室 (同20名)の使用申込に応じてい
ます｡
囲署 の 公 厨
























































































































































































































































































































































































































































手斗 学 技 術 振 興 事旨 針 笥臣 定 一 審 議 会 等 設 置 状 況 - 発 表
(H 】0. 7. 15)
寄 道 府 県 科 学 技 術 振 興 指 針 科 学 技 術 会 議 . 審 議 会
策 定 年 月 日 名 称 設 立 年 月 日 名 称
0 1 北 海 道 羊Al書目 土iZに右け川 手日 長I○た如 王‡方甘 一一27牢!月日ー 北 海 道 科 学 技 糖 等 議 会
0 2 青 森 県 手点tl宇土7皇 (f書)青暮色&圭片手H 事■方ー 辛目 年11月川 .青 森 県 産 薫 科 学 技 甫 会 議
0 3 岩 手 県 平生川 Sh 岩 手 県 科 学 技 葡 事 典 推 進 方 針 羊i元年り 岩 手 県 科 学 技 術 振 興 推 進 会 葺
8 4 宮 城 県 手貞一l羊tff (H )音‡鮒 字音如 具IZH
0 5 秋 田 県 (枚 討 中 )
0 6 山 形 県 羊丘ll羊Z子宝 (長&)dli鼻書手狂書一I大事 l
0 7 福 島 県 手AI羊日月 福 島 県 科 学 技 術 長 興 基 本 方 針 羊まけi月Zjfl 福 島 県 科 学 技 術 推 進 会 議
0 8 茨 城 県 手兵t年目 茨 城 県 科 学 技 術 政 策 大 JI
0 9 栃 木 県 平生ll羊‡千壬 (f8)iH *宇目 ‡別は
1 0 群 馬 県 亭主llft子宝 (iI)引‖川手♯‡長I暮甘 - J
l l 埼 玉 県 平All宇目 埼 玉 県 科 学 技 術 基 本 計 貞
1 2 千 兼 良 Itllt月 千 乗 県 科 学 政 策 大 ■ 辛n f日月 千 葉 県 科 学 会 iA
1 3 東 京 蔀
1 4 神 奈 川 県 芋王制男 神 奈 川 県 科 学 技 帝 政 兼 大 一l liH半日 神 奈 川 県 科 学 技 鮪 会 議
1 5 新 島 県 羊ill羊1月 新 再 鼻 科 学 技 術 大 力 手AH辛目22日 新 考 県 科 学 技 術 会 iA
1 6 書 山 手丘1年ll月 古 山 良 科 学 技 衝 ブ ラ ン ■IHfl1月 書 山 県 科 学 技 術 会 &
1 7 石 川 島 事丘ll年Z子宮 (t*)石川 套圭識字珠書F*方I 冒妻沼 !月 吾川 真 淳 章 毎 笥 金 iR
1 8 福 井 県 手兵ll羊lh 福 井 県 科 学 技 術 轟 典 指 針 羊丘ll年目 川 福 井 県 科 学 技 術 長 興 会 議
1 9 山 梨 県 手か 辛目 山 梨 県 科 学 技 術 故 兼 大 JI 千m 年目 山 梨 県 科 学 技 術 会 議
2 0 長 野 県 羊まll宇■子宝 (f書)長日 #宇凍I暮I
2 】 岐 阜 県 亨か 日月 岐 阜 県 科 学 技 輯 基 本 戦 略 宇土1年7月 岐 阜 県 科 学 技 術 妄 弗 会 議
2 2 静 岡 県 手長l羊1月 fRtE玉け川手鼓III暮IOZ手方舟
2 3 麦 知 点 手All羊(予定 (t書)II点群字日 暮IよJl (検 討 中 )
2 4 三 壬 臭 平生ll羊(予至 (I書)三圭一Et川古井宇珠tfIビジョン (検 討 中 )
2 5 滋 宜 長 羊47年1月 # 支 点 科 学 技 轄 故 東 大 N
2 6 束 帯 府 千一7羊Zh 京 有 産 美 技 甫 坂 異 境 想 I一H n 月 束 帯 府 科 学 技 術 書 議 会
2 7 大 坂 府 宇空!指摘 美髪宕 霊 室 早 等 森 安 妄 典 指 針 I-日年日月 大 阪 府 科 学 技 術 重 吉 全 く休 止 )
2 8 兵 岸 県 芋圭子fH l 套 軍 票 整 芸 清 華 禁 書 森 莞 大 -I
2 9 奈 良 県
3 0 和 歌 山 県 (J烏n )
3 1 鳥 取 県
3 2 島 根 県 平ill年子f (f■)川 魚I字H f■t♯ 羊lllギー 千f (t書)Hl川手妓tf一重1
3 3 岡 山 県 羊ill羊3月 拘 山 県 科 学 技 頼 長 弗 指 針
3 4 広 島 県 羊如 事Iり 広島郎 おけ川 芋川 i一〇玉‡方FI 手il年目 広 島 県 科 学 技 術 長 典 全 集
3 5 山 口 県 事Aln 月 山 口 県 科 学 技 常 長 典 指 針 事&J羊5月lEI 山 口 県 科 学 技 衝 長 典 会 も
3 6 徳 島 県 手点ll乍1子宝 (t書)iAH 手並書ilt'.)ヨン
3 7 香 川 県 辛い 日 月 香 川 県 科 学 技 術 坂 井 ビ ジ ョ ン 羊n 宇目 2日】 香 川 県 科 学 技 術 全 集
3 8 麦 披 県
3 9 高 知 県 宇土ll年1月 高 知 県 科 学 技 術 長 井 指 針 羊ill宇土予定
4 0 福 岡 県 平生HIよ子宝 一書書)ーR日 宇川 虫1大A
4 1 佐 賀 県 羊AIn 月 佐 賀 県 科 学 技 術 振 興 ビ ジ ョ ン 手長川 2月1日】 佐 賀 県 科 学 技 術 会 議
4 2 長 崎 県 手AIl年7月 長 崎 県 科 学 桂 瀬 振 興 ビ ジ ョ ン 平良ll年目 定 (t書)長ヰ約 手= ‡I金一
4 3 熊 本 県 (換 討 中 ) (検 討 中 )
4 4 大 分 県 (検 討 中 ) (検 討 中 )
4 5 宮 崎 県 (暮諸予定)
4 6 凍 児 島 県 】
4 7 沖 Jt県 亨まll年&子宝 (t書)H &科学日大一 平氏7年1月】川 沖 縄 県 学 術 右 興 協 議 会 l
((財)全 日本地域研究交流協会 :平成 10年度科学技術振興関係担当者名簿より)



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































- 3 5 5 -
･住民の行政に対するニーズの高度化が進み､身近な問題の解決に様々な研究成果を活用したいとの
要望は強くなっている｡
･例えば､医療の問題､教育の問題等中央との格差を縮小する方向でのネットワークの構築や環境汚
染問題の解決等
･地方自治体の場合地球環境問題や福祉･医療問題など､身近な市民生活に関わる課題に対して､科
学技術が果たすべき役割が大きいのではないか｡このような生活者の視点から科学技術振興に取り組
むことが大切であり､その成果を地域に還元していくことが市民生活の向上につながっていくものと考
える｡
･生活関連
･基本的には地域住民が安全で豊かな生活をおくるために必要な科学技術であろうが､その中でも採
算ベースに乗り難いもの｡
･直接に住民サービスにつながることは少ないが､間接的には
(∋ 地域経済活性化
② 新産業創造
③ 将来にわたる人材育成 など
･環境､高齢化､医療などの生活･社会関連分野の技術の関するニーズ
･地域住民と科学技術の関わりについては､第 1に啓蒙普及という面が大きいと思う｡当市では青少年
科学館や市立博物館があり､この面で貢献している｡また当市では 20世紀博物館群構想を打ち出し
ており､科学技術を中心に20世紀の産業･文化の成果を展示し､研究する機能を集積したいと考えて
いる｡
･また人材育成､産学官の共同についても地域にとって重要な課題であると思う｡
･地方公共団体の科学技術が直接､住民のニーズに応えることは少ないと考える｡
･地域産業の活性化を通じて､間接的な効果が主と考える｡
･地域の実情を把握したうえで､その生活環境の向上に向けて､戦略的重点分野を設定し､開発テーマ
の選定等を行っている｡本市においては､環境や福祉医療(政令市で最も高齢化が進んでいるため)
を重点分野として､科学技術を振興している｡
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10数々の国の補助金制度等による科学技術振興策も行われているが､これらについてどう評価するか
お書きください｡
･国の地域科学技術振興施策の拡充が図られており､地方公共団体においても財政状況が厳しい中､､
国のメニューを積極的に活用することにより､地域の特性を生かした研究プロジェクトや研究開発拠点
の形成の促進が図られるなど地域の科学技術の振興に一定の役割を担っていると考えている｡
･研究開発意欲の喚起､産学官共同研究体制の構築､ニーズ対応型研究開発の促進の面等で効果的
な施策である｡
･結集型やコンソー シアム事業等､地方公共団体が構想策定に関係する補助金制度は資金面でも更
に充実すべきと思う｡
･科学技術庁の補助制度は､RSP事業など県における推進方策を検討する上でも参考になり優れてい
ると考える｡ただ､科学が予測性､移転性という本質を有することからいうと地域の特性という限定的な側
面は背反するのではないかという懸念もあり､地域に対しては技術という側面で見られたい｡
･一般的に科学技術庁予算は大規模なものが多いことから県として取り組む際に多方面の調整が必要
となるOそこで､大規模事業と小規模事業いずれも選択可能なものとしてほしい｡
･RSP事業は､これまでの国の補助金行政からは一歩踏み出たものとして評価される｡自治体をしぼる
のではなく､自治体の裁量の範囲を広げている｡
･国費を使っているので､数々の制約があり柔軟性に乏しい｡特に中小企業においては事務手続きに
かなり時間が費やされるため､事務手続きの簡素化が望まれる｡
･最近の補助金は研究テーマ､スキーム等について､自治体の自主性､アイディアに任せている点は評
価できる｡
･しかしながら､1件あたり額が大きいので多少金額を小さくしたものが設定できないか｡また､実施主体
を財団等に限定しているので第 3セクター も対象に加えてほしい｡
･各国の実情を踏まえた補助金を利用するのは良いと思われる｡
･数多くの研究に対して自国だけで補助を行うことは難しいと思われる為｡
･レベルが高すぎて活用できないものが多い｡
･事業規模(予算額)の大きいものは現在の財政状況から考えると活用しにくい面がある｡
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･高度先端的な研究開発-の取り組みの重要な機会であるので推進すべきである｡科学技術の成果は
普遍性があるので､地域の研究開発が国全体の科学技術水準の高揚につながると考えられるが､プ
ロジェクトが大規模であるため､100%国の補助でない場合は､地方の負担分が大きいので､全額の捕
助が望ましい｡また､国の補助制度は､それぞれ省庁の施策目的にしたがって行われているので､統
一的に補助される制度が望ましい｡
･地域に対する施策が拡充されてきており嬉しい｡
･これまでの補助制度は､それなりの評価はあると思うが､より良い成果を生み出す手法や､その成果を
実際に役立てる機関(技術移転やマーケテイング等)が必要と思う｡
･大学との共同研究による特許等の帰属が直ちに大学のものとなっている点が不自由と考える｡
･補助金制度については､研究者のアイディアを実現させていくため､よりいっそうの拡充が必要と考え
る｡
･制度の利用により発生した新製品･新技術の成果
･地域が活用できる制度の充実は重要｡一層の充実を期待する｡
･対象が全都道府県一律で行われるものは､視点がぼやけてしまうのではないかと思われる｡
･科技庁にしても通産にしても提案公募型の補助金制度が増えてきた｡われわれも挑戦しようとは考え
るが小規模かつ非力な公設試や科学振興面で遅れている県にとっては必要条件が揃わないため苦
慮している｡科学に対する姿勢や地域企業を思う気持ちは決して大規模機関には負けないつもりでい
る｡公設試や県の規模でランク分けし競争できる場を提供してほしい｡
･科学技術振興という観点で､補助金の申請窓L】を統一してほしい｡
･書類の簡素化が望まれるC
･まだまだ運用面における制約が多すぎる｡､
･成果が地域に帰属するようなシステムを構築していただきたい｡
･県レベルでは､一般財源が厳しい面もあり通常研究レベルのものしか予算がつかないが､国費研究予
算は､共同研究等に対応できる施策を数多く構えており､工科大学等の技術シーズを生かした産学官
の共同研究等を促進するのに役立っものである｡
･県独自の科学技術振興施策には限界があり､国における補助金制度を活用することは有効な手段で
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あると考える｡
･最近の公募型プロジェクト事業のメニュー増加は喜ばしいが､地域特性に沿った研究活動や研究基
盤の整備等に対しても､もっと支援をお願いしたい｡
･今後もしばらくの間は､拡大･維持の方向で振興してもらいたい｡
･これからの分野に人的･資金的資源の配分を増強するための手段として､国の補助制度は不可欠
･補助金の枠の拡大とともに､メニューの拡充もお願いしたい｡
･補助金及び委託料等､科学技術から製品開発まで様々の対応がなされているが､メニューも多く､非
常に似通った制度であるのに内容が少し違うなど､多種多様となっている｡省庁間､省庁内の事業整
理を行い､簡素化を図っていただきたい｡特に､通産省と科学技術庁の制度は､近年非常に類似して
きていると感じる｡また､地域の科学技術庁に対するレベル評価基準も不明確なところが多く､補助金
採択にあたって､必ずしも現段階における科学技術のレベルの高いところに支援云々といった考えで
なく､国土の均衡ある発展を考えあわせると矛盾するのではないかと考えるので､科学技術後進県に
対する積極的な投資も考慮すべきと考える｡
･国の補助金制度による科学技術施策は､近年､各省庁とも大幅に充実されている｡
･本県でも通産省の｢地域産学官共同研究事業｣に取り組んでおり､こうした補助制度については高く評
価しているところである｡
･但しこれらは､大規模な研究開発等を対象としたものが多く､地方では該当するテーマが少ない｡
･このため､小規模な研究等を対象とした補助制度についても充実してほしい｡
･大変ありがたい制度だと思うが､利用するには行政にそれなりの知識･技量を持った人材が必要である
ことを感じる｡
･分野を絞った補助金制度ではなく､自治体の自由な発想を活かす補助金制度であるべき｡
･多くの種類の支援メニューがあり､実際に自治体が施策を実施しようとする場合､どの支援メニューが
最も効果的なのかが分からない感じがする｡
･地域の基礎的ポテンシャルをどのように評価し支援するのかについての議論の場が少ないうちに､金
額ばかりで事業化されてしまうのではないか｡悪しき平等よりも､戦略的配分をあえて実施すべきでは
ないか｡
･補助金制度については､我が国の科学技術振興について実績をあげてきたが､今後望むこととして
① 弾力的な運用
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② 交付決定の迅速
③ 単年度主義の是正
④ 省庁間を総合的･効率的に横断する補助制度 など
･国の施策を良く知らないので勉強し活用したい｡
･科学技術振興策の基本指針や､計画策定のための補助金制度を創設して欲しい｡
･国の補助金制度等の利用により成功した企業､商品は少ない｡
･一般論として､補助関連の事務手続きが煩雑であることから､この簡略化が可能となれば､補助利用も
増加すると言えるかもしれない｡
･また､もう少し身近な技術･製品開発にも適用される補助制度が必要と考えられる｡
･新産業創出･育成の観点から､金額の大きい国の補助金は不可欠である｡国の研究開発プロジェクト
に採択されるならば､開発経費の面で助かるばかりでなく､住民の関心が高まり､自治体をあげて研究
開発を応援しようという機運が醸成されるO
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